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(57)【要約】
【課題】容量増加の恩恵を損なうことなく、しかも、さ
らなる容量増加のために高誘電率系誘電体セラミックス
を使用した場合でもＤＣバイアス特性が悪化することを
抑制できる積層セラミックコンデンサを提供する。
【解決手段】積層セラミックコンデンサ１０は、コンデ
ンサ本体１１の第１面ｆ１が凹面状となっていて、第１
外部電極１２の第１部分１２ａが凹面状の第１面ｆ１に
密着するように形成されており、コンデンサ本体１１の
第２面ｆ２が凹面状となっていて、第２外部電極１３の
第１部分１３ａが凹面状の第２面ｆ２に密着するように
形成されている。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（１）長さ方向で向き合う第１面及び第２面と幅方向で向き合う第３面及び第４面と高
さ方向で向き合う第５面及び第６面とを有し、複数の第１内部電極層と複数の第２内部電
極層が誘電体層を介して積層された容量部を内蔵したコンデンサ本体と、（２）前記コン
デンサ本体の前記第１面に沿う第１部分と前記第５面に沿う第２部分とを有し、該第１部
分に前記複数の第１内部電極層それぞれの端縁が接続された第１外部電極と、（３）前記
コンデンサ本体の前記第２面に沿う第１部分と前記第５面に沿う第２部分とを有し、該第
１部分に前記複数の第２内部電極層それぞれの端縁が接続された第２外部電極と、を備え
た積層セラミックコンデンサであって、
　前記コンデンサ本体の前記第１面は凹面状となっていて、前記第１外部電極の前記第１
部分は前記コンデンサ本体の前記第１面に接しており、
　前記コンデンサ本体の前記第２面は凹面状となっていて、前記第２外部電極の前記第１
部分は前記コンデンサ本体の前記第２面に接している、
　積層セラミックコンデンサ。
【請求項２】
　前記第１外部電極の前記第１部分の厚さは前記コンデンサ本体の凹面状の前記第１面の
最大深さよりも大きく、且つ、前記第２外部電極の前記第１部分の厚さは前記コンデンサ
本体の凹面状の前記第２面の最大深さよりも大きい、
　請求項１に記載の積層セラミックコンデンサ。
【請求項３】
　前記コンデンサ本体の凹面状の前記第１面と凹面状の前記第２面との間の最大長さ方向
寸法をＤｍａｘとし、前記コンデンサ本体の凹面状の前記第１面と凹面状の前記第２面と
の間の最小長さ方向寸法をＤｍｉｎとしたとき、最大長さ方向寸法Ｄｍａｘと最小長さ方
向寸法Ｄｍｉｎは０．９０≦Ｄｍｉｎ／Ｄｍａｘ≦０．９８の条件を満足している、
　請求項１又は２に記載の積層セラミックコンデンサ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、コンデンサ本体の相対する端部それぞれに略Ｌ字状の外部電極を設けた積層
セラミックコンデンサに関する。
【背景技術】
【０００２】
　積層セラミックコンデンサの相対する端部それぞれに設けられた外部電極の態様として
、コンデンサ本体の長さ方向一面に沿う部分と高さ方向一面に沿う部分とを有する略Ｌ字
状のものが知られている（後記特許文献１を参照）。後記特許文献１に開示されている積
層セラミックコンデンサ（以下、従前の積層セラミックコンデンサと言う）は、長さ方向
で向き合う第１面及び第２面と幅方向で向き合う第３面及び第４面と高さ方向で向き合う
第５面及び第６面とを有するコンデンサ本体と、コンデンサ本体の第１面に沿う第１部分
と第５面に沿う第２部分とを有する略Ｌ字状の第１外部電極と、コンデンサ本体の第２面
に沿う第１部分と第５面に沿う第２部分とを有する略Ｌ字状の第２外部電極と、を備えて
いる。コンデンサ本体には、複数の第１内部電極層と複数の第２内部電極層が誘電体層を
介して積層された容量部が内蔵されている。複数の第１内部電極層それぞれの端縁は、第
１外部電極の第１部分に接続されている。また、複数の第２内部電極層それぞれの端縁は
、第２外部電極の第１部分に接続されている。
【０００３】
　従前の積層セラミックコンデンサは、第１外部電極と第２外部電極それぞれが、コンデ
ンサ本体の第６面に沿う部分と第３面に沿う部分と第４面に沿う部分を有しない略Ｌ字状
である。そのため、第６面に沿う部分を有するＵ字状の外部電極を用いた同一外形寸法（
長さ、幅及び高さ）の積層セラミックコンデンサに比べて、第６面に沿う部分の厚さ分だ
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けコンデンサ本体の高さ方向寸法を大きく設計できる。また、第６面に沿う部分と第３面
に沿う部分と第４面に沿う部分を有する有底４角筒状の外部電極を用いた同一外形寸法の
積層セラミックコンデンサに比べて、第６面に沿う部分と第３面に沿う部分と第４面に沿
う部分それぞれの厚さ分だけコンデンサ本体の高さ方向寸法と幅方向寸法それぞれを大き
く設計できる。即ち、コンデンサ本体の寸法拡大に基づいて内部電極層の数の増加や内部
電極層の面積の増加が図れるため、容量増加に貢献できる。
【０００４】
　先に述べた容量増加に関しては、コンデンサ本体の第１内部電極層と第２内部電極層を
除く部分の材料として比誘電率が高い高誘電率系誘電体セラミックスを用いる試みも為さ
れているが、高誘電率系誘電体セラミックスを使用すると積層セラミックコンデンサ自体
のＤＣバイアス特性が悪化して、定格電圧よりも高い直流電圧を印加したときの実効容量
が大きく低下してしまう。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１５－２２８４８１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明の課題は、容量増加の恩恵を損なうことなく、しかも、さらなる容量増加のため
に高誘電率系誘電体セラミックスを使用した場合でもＤＣバイアス特性が悪化することを
抑制できる積層セラミックコンデンサを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　前記課題を解決するため、本発明に係る積層セラミックコンデンサは、（１）長さ方向
で向き合う第１面及び第２面と幅方向で向き合う第３面及び第４面と高さ方向で向き合う
第５面及び第６面とを有し、複数の第１内部電極層と複数の第２内部電極層が誘電体層を
介して積層された容量部を内蔵したコンデンサ本体と、（２）前記コンデンサ本体の前記
第１面に沿う第１部分と前記第５面に沿う第２部分とを有し、該第１部分に前記複数の第
１内部電極層それぞれの端縁が接続された第１外部電極と、（３）前記コンデンサ本体の
前記第２面に沿う第１部分と前記第５面に沿う第２部分とを有し、該第１部分に前記複数
の第２内部電極層それぞれの端縁が接続された第２外部電極と、を備えた積層セラミック
コンデンサであって、前記コンデンサ本体の前記第１面は凹面状となっていて、前記第１
外部電極の前記第１部分は前記コンデンサ本体の前記第１面に接しており、前記コンデン
サ本体の前記第２面は凹面状となっていて、前記第２外部電極の前記第１部分は前記コン
デンサ本体の前記第２面に接している。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、容量増加の恩恵を損なうことなく、しかも、さらなる容量増加のため
に高誘電率系誘電体セラミックスを使用した場合でもＤＣバイアス特性が悪化することを
抑制できる積層セラミックコンデンサを提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】図１は本発明を適用した積層セラミックコンデンサをコンデンサ本体の第６面ｆ
６側から見た図である。
【図２】図２は図１のＳ１－Ｓ１線に沿う断面図である。
【図３】図３は図１のＳ２－Ｓ２線に沿う断面図である。
【図４】図４は評価用サンプルの仕様と特性を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】



(4) JP 2017-152621 A 2017.8.31

10

20

30

40

50

　先ず、図１～図３を用いて、本発明を適用した積層セラミックコンデンサ１０の構造に
ついて説明する。
【００１１】
　積層セラミックコンデンサ１０のサイズは、長さＬと幅Ｗと高さＨによって規定されて
いる。この積層セラミックコンデンサ１０は、略直方体状のコンデンサ本体１１と、略Ｌ
字状の第１外部電極１２と、略Ｌ字状の第２外部電極１３とを備えている。
【００１２】
　コンデンサ本体１１は、長さ方向で向き合う第１面ｆ１及び第２面ｆ２と、幅方向で向
き合う第３面ｆ３及び第４面ｆ４と、高さ方向で向き合う第５面ｆ５及び第６面ｆ６とを
有している。また、コンデンサ本体１１には、複数の第１内部電極層１４と複数の第２内
部電極層１５が誘電体層１６を介して交互に積層された容量部（符号省略）が内蔵されて
おり、この容量部の幅方向両側と高さ方向両側は誘電体からなるマージン部（符号省略）
によって覆われている。ちなみに、各第１内部電極層１４の輪郭と各第２内部電極層１５
の輪郭は矩形であって、各第１内部電極層１４の輪郭寸法及び厚さと各第２内部電極層１
５の輪郭寸法及び厚さは略同じであり、各誘電体層１６の厚さは略同じである。
【００１３】
　各第１内部電極層１４の長さ方向一端部（図２の左端部）は引出部１４ａとなっていて
、各引出部１４ａの端縁はコンデンサ本体１１の第１面ｆ１に引き出されており、各端縁
は第１外部電極１２の第１部分１２ａに接続されている。また、各第２内部電極層１５の
長さ方向一端部（図２の右端部）は引出部１５ａとなっていて、各引出部１５ａの端縁は
コンデンサ本体１１の第２面ｆ２に引き出されており、各端縁縁は第２外部電極１３の第
１部分１３ａに接続されている。
【００１４】
　コンデンサ本体１１の第３面ｆ３と第４面ｆ４と第５面ｆ５と第６面ｆ６それぞれは略
平らな平面状となっているものの、第１面ｆ１と第２面ｆ２それぞれは深さを有する凹面
状となっている。この「凹面状」は中央又は中央付近に向かって深さが増す形状を意味す
るものであって、面自体がでこぼこであっても滑らかであっても構わない。図２中のＤｍ
ａｘとＤｍｉｎは「凹面状」の態様を代替的に規定する寸法であって、Ｄｍａｘは凹面状
の第１面ｆ１と凹面状の第２面ｆ２との間の最大長さ方向寸法、具体的には第１面ｆ１の
縁と第２面ｆ２の縁との間に現れる最大の長さ方向寸法を示し、Ｄｍｉｎは凹面状の第１
面ｆ１と凹面状の第２面ｆ２との間の最小長さ方向寸法、具体的には第１面ｆ１の最深部
と第２面ｆ２の最深部との間に現れる最小の長さ方向寸法を示す。ちなみに、凹面状の第
１面ｆ１の最大深さと凹面状の第２面ｆ２の最大深さは好ましくは略同じであるが、必ず
しも略同じである必要はない。また、凹面状の第１面ｆ１の態様と凹面状の第２面ｆ２の
態様は好ましくは略同じであるが、必ずしも略同じである必要はない。
【００１５】
　第１外部電極１２は、コンデンサ本体１１の凹面状の第１面ｆ１に沿う第１部分１２ａ
と平面状の第５面ｆ５に沿う第２部分１２ｂとを有する略Ｌ字状となっており、第１部分
１２ａは凹面状の第１面ｆ１に密着し、第２部分１２ｂは平面状の第５面ｆ５に密着して
いる。また、第２外部電極１３は、コンデンサ本体１１の凹面状の第２面ｆ２に沿う第１
部分１３ａと平面状の第５面ｆ５に沿う第２部分１３ｂとを有する略Ｌ字状となっており
、第１部分１３ａは凹面状の第２面ｆ２に密着し、第２部分１３ｂは平面状の第５面ｆ５
に密着している。
【００１６】
　また、第１外部電極１２の第１部分１２ａの厚さはコンデンサ本体１１の凹面状の第１
面ｆ１の最大深さよりも大きく、且つ、第２外部電極１３の第１部分１３ａの厚さはコン
デンサ本体１１の凹面状の第２面ｆ１の最大深さよりも大きい。そのため、第１外部電極
１２の第１部分１２ａと第２外部電極１３の第１部分１３ａそれぞれは、コンデンサ本体
１１を第６面ｆ６側から見たときに該コンデンサ本体１１から外側に張り出している。ち
なみに、第１外部電極１２の第１部分１２ａの張出部分の厚さと第２外部電極１３の第１
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部分１３ａの張出部分の厚さは好ましくは略同じであるが、必ずしも略同じである必要は
ない。また、第１外部電極１２の第２部分１２ｂの厚さ及び長さ方向寸法と第２外部電極
１３の第２部分１３ｂの厚さ及び長さ方向寸法は略同じである。
【００１７】
　図示を省略したが、第１外部電極１２は、コンデンサ本体１１の凹面状の第１面ｆ１及
び平面状の第５面ｆ５に密着した下地膜と、この下地膜の外面に密着した表面膜との２層
構造、或いは、下地膜と表面膜との間に少なくとも１つの中間膜を有する多層構造を有し
ている。また、第２外部電極１３は、コンデンサ本体１１の凹面状の第２面ｆ２及び平面
状の第５面ｆ５に密着した下地膜と、この下地膜の外面に密着した表面膜との２層構造、
或いは、下地膜と表面膜との間に少なくとも１つの中間膜を有する多層構造を有している
。
【００１８】
　コンデンサ本体１１の材料について補足すれば、コンデンサ本体１１の第１内部電極層
１４と第２内部電極層１５を除く部分には、好ましくはチタン酸バリウム、チタン酸スト
ロンチウム、チタン酸カルシウム、チタン酸マグネシウム、ジルコン酸カルシウム、チタ
ン酸ジルコン酸カルシウム、ジルコン酸バリウム、酸化チタン等を主成分とした高誘電率
系誘電体セラミックス、より好ましくは比誘電率が１０００以上の高誘電率系誘電体セラ
ミックスを使用できる。
【００１９】
　各第１内部電極層１４の材料と各第２内部電極層１５の材料について補足すれば、各第
１内部電極層１４と各第２内部電極層１５には、好ましくはニッケル、銅、パラジウム、
白金、銀、金、これらの合金等を主成分とした良導体を使用できる。
【００２０】
　第１外部電極１２と第２外部電極１３それぞれの下地膜等の材料及び作製方法について
補足すれば、第１外部電極１２と第２外部電極１３それぞれの下地膜は例えば焼き付け膜
又はメッキ膜からなり、この下地膜には好ましくはニッケル、銅、パラジウム、白金、銀
、金、これらの合金等を主成分とした良導体を使用できる。表面膜は例えばメッキ膜から
なり、この表面膜には好ましくは銅、スズ、パラジウム、金、亜鉛、これらの合金等を主
成分とした良導体を使用できる。中間膜は例えばメッキ膜からなり、この中間膜には好ま
しくは白金、パラジウム、金、銅、ニッケル、これらの合金等を主成分とした良導体を使
用できる。
【００２１】
　なお、図１～図３には、長さＬと幅Ｗと高さＨそれぞれが長さＬ＞幅Ｗ＝高さＨである
積層セラミックコンデンサ１０を描いているが、これら長さＬと幅Ｗと高さＨの関係は長
さＬ＞幅Ｗ＞高さＨや、長さＬ＞高さＨ＞幅Ｗの他、幅Ｗ＞長さＬ＝高さＨや、幅Ｗ＞長
さＬ＞高さＨや、幅Ｗ＞高さＨ＞長さＬであってもよい。また、第１内部電極層１４と第
２内部電極層１５それぞれを７層ずつ描き、且つ、誘電体層１６を１３層描いているが、
これらは図示の都合によるものであって、第１内部電極層１４と第２内部電極層１５それ
ぞれの数は８層以上（誘電体層１６の数は１５層以上）であってもよいし、６層以下（誘
電体層１６の数は１１層以下）であってもよい。
【００２２】
　次に、図１～図３の符号を適宜引用して、前記積層セラミックコンデンサ１０に適した
製法例について説明する。
【００２３】
　製造に際しては、誘電体セラミックス粉末を含有したセラミックスラリーと、良導体粉
末を含有した第１電極ペーストと、良導体粉末を含有し、且つ、共材（セラミックスラリ
ーに含まれている誘電体セラミックス粉末と同じ誘電体セラミックス粉末）を含有した第
２電極ペーストを用意する。続いて、キャリアフィルムの表面に前記セラミックスラリー
を塗工し乾燥して、第１グリーンシートを作製する。また、第１グリーンシートの表面に
前記第１電極ペーストを印刷し乾燥して、第１内部電極層１４及び第２内部電極層１５の
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前身となる内部電極パターン群が形成された第２グリーンシートを作製する。
【００２４】
　続いて、第１グリーンシートから取り出した単位シートを所定枚数に達するまで積み重
ねて熱圧着する作業を繰り返して、高さ方向一方のマージン部に対応する部位を作製する
。また、第２グリーンシートから取り出した単位シート（内部電極パターン群を含む）を
所定枚数に達するまで積み重ねて熱圧着する作業を繰り返して、容量部に対応する部位を
作製する。さらに、第１グリーンシートから取り出した単位シートを所定枚数に達するま
で積み重ねて熱圧着する作業を繰り返して、高さ方向他方のマージン部に対応する部位を
作製する。最後に、積み重ねられた全体を本熱圧着して、未焼成積層シートを作製する。
【００２５】
　続いて、未焼成積層シートを格子状に切断して、未焼成チップを作製する。続いて、未
焼成チップの長さ方向両面それぞれに前記第２電極ペーストをディップし乾燥すると共に
、未焼成チップの高さ方向一面に前記第２電極ペーストを印刷し乾燥して、第１外部電極
１２と第２外部電極１３それぞれの下地膜に対応する未焼成下地膜を作製する。
【００２６】
　続いて、未焼成下地膜が形成された未焼成チップを、前記セラミックスラリーに含まれ
ている誘電体セラミックス粉末と前記第１電極ペースト及び前記第２電極ペーストに含ま
れている良導体粉末に応じた雰囲気下、並びに、温度プロファイルにて多数個一括で焼成
（脱バインダ処理と焼成処理を含む）を行い、必要に応じて二次焼成（再酸化処理）を行
って、焼成チップを作製する。続いて、焼成チップを多数個一括でバレル研磨して角及び
稜線に丸み付けを行って、コンデンサ本体１１を作製する。
【００２７】
　前記未焼成チップ作製工程で得られた未焼成チップの長さ方向両面それぞれは略平らな
平面状であるが、前記未焼成下地膜作製工程で未焼成チップの長さ方向両面それぞれに形
成される未焼成下地膜には共材が含まれており、未焼成チップの幅方向両面と高さ方向他
面に未焼成下地膜は形成されない。そのため、前記焼成チップ作製工程では、未焼成下地
膜に含まれている共材の含有量に応じて、未焼成チップの長さ方向両面それぞれを幅方向
内側に圧縮する力ＣＦ（図１を参照）が作用すると共に高さ方向内側に圧縮する力ＣＦ（
図２を参照）が作用し、これら圧縮力に基づいて未焼成チップの長さ方向両面それぞれが
凹面状に整形される。
【００２８】
　なお、未焼成下地膜に含まれている共材（ここでは前記セラミックスラリーに含まれて
いる誘電体セラミックス粉末と同じ誘電体セラミックス粉末）は前記作用を生じるが、こ
の共材と同程度の熱膨張係数を持つ材料、例えば前記セラミックスラリーに含まれている
誘電体セラミックス粉末と同程度の熱膨張係数を持つ別種類の誘電体セラミックス粉末や
、前記セラミックスラリーに含まれている誘電体セラミックス粉末と同程度の熱膨張係数
を持つガラス粉末等を前記共材の代わりに用いても、前記同様の整形が行える。
【００２９】
　続いて、焼成チップの各下地膜を覆う表面膜、或いは、中間膜と表面膜を、電解メッキ
や無電解メッキ等の湿式メッキ法、或いは、スパッタリングや真空蒸着等の乾式メッキ法
によって形成して、第１外部電極１２と第２外部電極１３それぞれを作製する。
【００３０】
　次に、図４を用いて、前記積層セラミックコンデンサ１０を評価するために用意したサ
ンプル１～１２の仕様及び特性等について説明する。
【００３１】
　各サンプル１～１２は前記製法例に準じて製造されたものであって、各サンプル１～１
２の共通仕様と非共通仕様は以下のとおりである。ちなみに、共通仕様と非共通仕様に記
した数値は何れも設計上の基準値であって、製造公差を含むものではない。
【００３２】
　〈サンプル１～１２の共通仕様（図１～図３の符号を引用）〉
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・定格電圧が６．３Ｖ、定格容量が２．２μＦ
・長さＬが６００μｍ、幅Ｗが３００μｍ、高さＨが３００μｍ
・コンデンサ本体１１の長さ方向寸法（最大長さ方向寸法Ｄｍａｘに相当）が５２０μｍ
、幅方向寸法が３００μｍ、高さ方向寸法が２７５μｍ
・コンデンサ本体１１の第１内部電極層１４と第２内部電極層１５を除く部分の主成分が
チタン酸バリウム
・第１内部電極層１４と第２内部電極層１５の主成分がニッケル、各々の厚さが０．５μ
ｍ、各々の層数が１２３層
・誘電体層１６の厚さが０．５μｍ、層数が２４５層
・コンデンサ本体１１の幅方向マージン部の厚さが２０μｍ、高さ方向マージン部の厚さ
が１５μｍ
・第１外部電極１２の第１部分１２ａの張出部分の厚さと第２外部電極１３の第１部分１
３ａの張出部分の厚さが４０μｍ、第１外部電極１２の第２部分１２ｂの厚さと第２外部
電極１３の第２部分１３ｂの厚さが２５μｍ
・第１外部電極１２と第２外部電極１３それぞれが３層構造、下地膜の主成分は銅、中間
膜の主成分はニッケル、表面膜の主成分はスズ
【００３３】
　〈サンプル１～１２の非共通仕様（図１～図３の符号を引用）〉
・サンプル１の最小長さ方向寸法Ｄｍｉｎが５２０μｍ
・サンプル２の最小長さ方向寸法Ｄｍｉｎが５１５μｍ
・サンプル３の最小長さ方向寸法Ｄｍｉｎが５１０μｍ
・サンプル４の最小長さ方向寸法Ｄｍｉｎが５０４μｍ
・サンプル５の最小長さ方向寸法Ｄｍｉｎが４９９μｍ
・サンプル６の最小長さ方向寸法Ｄｍｉｎが４９４μｍ
・サンプル７の最小長さ方向寸法Ｄｍｉｎが４８９μｍ
・サンプル８の最小長さ方向寸法Ｄｍｉｎが４８４μｍ
・サンプル９の最小長さ方向寸法Ｄｍｉｎが４７８μｍ
・サンプル１０の最小長さ方向寸法Ｄｍｉｎが４７３μｍ
・サンプル１１の最小長さ方向寸法Ｄｍｉｎが４６８μｍ
・サンプル１２の最小長さ方向寸法Ｄｍｉｎが４６３μｍ
・各サンプル１～１２の最小長さ方向寸法Ｄｍｉｎは、前記製法例において共材の含有量
が異なる第２電極ペーストをそれぞれ用いることによって変化させた。
【００３４】
　図４の「Ｄｍｉｎ／Ｄｍａｘ」には、最小長さ方向寸法Ｄｍｉｎを最大長さ方向寸法Ｄ
ｍａｘで除した数値をサンプル１～１２毎に記してある。図４の「容量低下率（％）」に
は、各１００個のサンプル１～１２に対し、アジレント・テクノロジー社のプレシジョン
ＬＣＲメーター４２８４Ａを用いて、定格電圧（６．３Ｖ）よりも高い直流電圧（７．０
Ｖ）を印加してそのときの実効容量を測定すると共に、定格容量から各１００個の実効容
量の平均値を減じた値を定格容量で除した値を、サンプル１～１２毎に記してある。また
、図４の「デラミネーション発生率（％）」には、各１００個のサンプル１～１２の切断
面を光学顕微鏡によって観察して、コンデンサ本体内の内部電極層にデラミネーションが
発生していた個数をサンプル１～１２毎に記してある。
【００３５】
　図４の「容量低下率（％）」の数値から分かるように、サンプル１及び２の容量低下率
に比べてサンプル３～１２の容量低下率は小さい。また、図４の「デラミネーション発生
率（％）」の数値から分かるように、サンプル３～１２のうち、サンプル１２のデラミネ
ーション発生率に比べてサンプル３～１１のデラミネーション発生率は小さい。即ち、図
４の「容量低下率（％）」の数値に「デラミネーション発生率（％）」の数値を考慮した
場合、Ｄｍｉｎ／Ｄｍａｘの好ましい範囲は０．９０以上０．９８以下となる。
【００３６】
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　次に、前記積層セラミックコンデンサ１０によって得られる効果について説明する。
【００３７】
　（１）前記積層セラミックコンデンサ１０は、コンデンサ本体１１の第１面ｆ１が凹面
状となっていて、第１外部電極１２の第１部分１２ａが凹面状の第１面ｆ１に密着するよ
うに形成されており、コンデンサ本体１１の第２面ｆ２が凹面状となっていて、第２外部
電極１３の第１部分１３ａが凹面状の第２面ｆ２に密着するように形成されている。即ち
、この構成を採用すれば、さらなる容量増加のためにコンデンサ本体１１の第１内部電極
層１４と第２内部電極層１５を除く部分に高誘電率系誘電体セラミックスを使用した場合
でも、積層セラミックコンデンサ１０自体のＤＣバイアス特性が悪化することを抑制でき
る。
【００３８】
　前記構成を採用することによってＤＣバイアス特性の悪化抑制ができる事実は図４を用
いた先の説明内容から明らかであるものの、その根拠としては以下のことが推測できる。
例えば、前記製法例の焼成チップ作製工程で未焼成チップの長さ方向両面それぞれを幅方
向内側に圧縮する力ＣＦ（図１を参照）と高さ方向内側に圧縮する力ＣＦ（図２を参照）
は製造後においても残存する。つまり、図１～図３に示した積層セラミックコンデンサ１
０は、第１外部電極１２と第２外部電極１３それぞれが略Ｌ字状であるが故に、コンデン
サ本体１１の凹面状の第１面ｆ１と凹面状の第２面ｆ２それぞれを幅方向内側に圧縮する
力ＣＦ（図１を参照）と高さ方向内側に圧縮する力ＣＦ（図２を参照）を働かせた状態と
することができるため、定格電圧よりも高い直流電圧を印加しても、高誘電率系誘電体セ
ラミックスの比誘電率が変化し難くなるのではないかと思われる。
【００３９】
　（２）前記積層セラミックコンデンサ１０は、第１外部電極１２の第１部分１２ａの厚
さがコンデンサ本体１１の凹面状の第１面ｆ１の最大深さよりも大きく、且つ、第２外部
電極１３の第１部分１３ａの厚さがコンデンサ本体１１の凹面状の第２面ｆ２の最大深さ
よりも大きい。即ち、この構成を採用すれば、さらなる容量増加のためにコンデンサ本体
１１の第１内部電極層１４と第２内部電極層１５を除く部分に高誘電率系誘電体セラミッ
クスを使用した場合でも、積層セラミックコンデンサ１０自体のＤＣバイアス特性が悪化
することをより確実に抑制することができる。
【００４０】
　前記構成を採用することによってＤＣバイアス特性の悪化抑制をより確実化できる事実
は図４を用いた先の説明内容から明らかであるものの、その根拠としては以下のことが推
測できる。例えば、図１～図３に示した積層セラミックコンデンサ１０において、コンデ
ンサ本体１１の凹面状の第１面ｆ１と凹面状の第２面ｆ２それぞれを幅方向内側に圧縮す
る力ＣＦ（図１を参照）と高さ方向内側に圧縮する力ＣＦ（図２を参照）を働かせた状態
とするには、第１外部電極１２の第１部分１２ａと第２外部電極１３の第１部分１３ａに
それ相当の厚さが必要となる。依って、第１外部電極１２の第１部分１２ａの厚さをコン
デンサ本体１１の凹面状の第１面ｆ１の最大深さよりも大きくし、且つ、第２外部電極１
３の第１部分１３ａの厚さをコンデンサ本体１１の凹面状の第２面ｆ２の最大深さよりも
大きくすれば、前記状態を確実に維持できるのではないかと思われる。
【００４１】
　（３）前記積層セラミックコンデンサ１０は、コンデンサ本体１１の凹面状の第１面ｆ
１と凹面状の第２面ｆ２との間の最大長さ方向寸法をＤｍａｘとし、コンデンサ本体１１
の凹面状の第１面ｆ１と凹面状の第２面ｆ２との間の最小長さ方向寸法をＤｍｉｎとした
とき、最大長さ方向寸法Ｄｍａｘと最小長さ方向寸法Ｄｍｉｎは０．９０≦Ｄｍｉｎ／Ｄ
ｍａｘ≦０．９８の条件を満足している。この条件については図４を用いて先に説明した
とおりであり、同条件を満足していれば、定格電圧よりも高い直流電圧を印加しても容量
低下が生じ難いため、積層セラミックコンデンサ１０自体のＤＣバイアス特性が悪化する
ことをより確実に抑制できると共に、コンデンサ本体１１内の第１内部電極層１４と第２
内部電極層１５それぞれにデラミネーションが発生することを抑制して高品質の積層セラ
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ミックコンデンサ１０を提供することができる。
【符号の説明】
【００４２】
　１０…積層セラミックコンデンサ、１１…コンデンサ本体、ｆ１…コンデンサ本体の凹
面状の第１面、ｆ２…コンデンサ本体の凹面状の第２面、Ｄｍａｘ…コンデンサ本体の凹
面状の第１面と凹面状の第２面との間の最大長さ方向寸法、Ｄｍｉｎ…コンデンサ本体の
凹面状の第１面と凹面状の第２面との間の最小長さ方向寸法、ｆ３…コンデンサ本体の平
面状の第３面、ｆ４…コンデンサ本体の平面状の第４面、ｆ５…コンデンサ本体の平面状
の第５面、ｆ６…コンデンサ本体の平面状の第６面、１２…第１外部電極、１２ａ…第１
外部電極の第１部分、１２ｂ…第１外部電極の第２部分、１３…第２外部電極、１３ａ…
第２外部電極の第１部分、１３ｂ…第２外部電極の第２部分。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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